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　晴天に恵まれた平成 20 年 10 月18 日土

曜日、柏キャンパスにてテニス大会が開催さ

れました。「新領域創成科学研究科長杯・

テニス大会」と銘打たれたこのイベントは、

新領域テニスコートの完成を記念して昨年

度から始まったものです。第二回となる今

大会も、同研究科に所属する学生から教

員、職員の方 ま々で数多くの参加者が集ま

り、当日は雨宮研究科長の激励のお言葉よ

り始まりました。大会の特色として昨年度

に引き続き、テニス初心者枠というものを

設けました。これは、団体戦形式で行うダ

ブルス 3 試合のうち、1 試合は初心者同士

の試合とするというもので、これにより初心

者の人達も上級者に気兼ねすることなく、

存分にテニスを楽しむことができました。今

年度から新しく始まった試みとして、昼頃に

はコート付近にてスナックやソフトドリンクの

提供が行われ、対戦チーム間でのコミュニ

ケーションが多くみられました。交流が乏し

くなりがちな研究生活の中で、テニスを通

じて交流を深めることのできる大変良い機

会となりました。（福利厚生学生委員長 先

端生命科学専攻 D1 吉川敬一）

　ことしも、10 月24日（金）と25日（土）の

二日間にわたって、柏キャンパス一般公開が行

われました。例年にならって、新領域創成科

学研究科からは生命科学、基盤科学、環境

学の３研究系、人工物工学、空間情報科学、

気候システムの３研究センター、図書館、環境

安全研究センター柏支所、生涯スポーツ健康

科学研究センターの展示や実験紹介、体験

コーナーなどさまざまな催しが行われました。

基盤科学研究系や環境学研究系では、企

業の発表やデスクも設けられ、学生と交流の

場の提供にもなりました。特別講演会も、外

部から人の入りやすい図書館のメディアホール

で、土曜日の午後、海の波、カーボンフット

プリント、反物質など、興味深い話に大勢の

人を集めました。柏Ⅱキャンパスでの生涯スポ

ーツ健康科学研究センターでは、認知動作

型トレーニングマシンをめあてに来る人がいた

り、身体計測・体力測定を楽しんでいました。

今回の約 3000 人の参加は、昨年の台風で

参加が少なかったことから比べると増加とは

言えるものの、もっと多くの方に科学に親しめ

る楽しい機会にしてもらえたらと思いました。

（柏キャンパスリエゾン室員 社会文化環境学

専攻教授 神田 順）

柏キャンパステニス大会

柏キャンパス一般公開

第二回 創域会大会

　創域会が発足したのは 2003 年度のこと

です。名称は公募で決まりました。2007 年

度に現在の研究科執行部が発足したとき、

新領域 10 周年に向け、創域会の活性化も

諮られました。当時の創域会は会員数 21 名

という為体で、起死回生の一発に大会を開

催しかないという状況でした。職員の方 に々

創域会担当になっていただき、柏キャンパス

「一般公開」の 2日目に待望の第 1回「創域

会」大会を開催しました。参加者は 46 名と

少人数でしたが、大会と懇親会が一体となっ

た本当に楽しい会でした。2008 年度は、新

領域出身の助教に加え専攻長にも幹事にな

っていただき、会員も140 名を擁するまでにな

りました。第２回「創域会」大会には昨年の

三倍にもなる120 名の参加がありました。新

会長に篠原佑也氏、副会長に古橋大地氏

と河野重行氏の就任が承認され、会則の大

幅改訂も決まりました。創域会は今後の発展

が期待されます。詳しくは研究科の創域会ホ

ームページをご覧ください。（創域会）
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　社会人になり、あっという間に 4 年

が経ちました。慣れなかったスーツ姿も

すっかり馴染み、抵抗感のあった夜の

新橋にもすっかり溶け込んでしまいまし

た。慌ただしく過ぎていく日々の中で、

ふと学生時代を懐かしく思うときがあり

ます。そのたびに、いつも元気になり、

励まされて、再び仕事に打ち込むこと

ができます。

　修士の 2 年間は、とにかくたくさん

の人と話し、周りも自分も楽しみながら

過ごすことを常に心がけていました。

環境学で建築資材のリユースを専門と

していましたが、（清家先生に無理を言

って）沖縄やアメリカなど各地の現場に

赴かせていただき、取材ができたこと

は非常に貴重な経験になりました。研

究室の夏旅行や飲み会では、場を盛り

上げることしか考えていませんでした。

また、来日していた留学生達とは休み

時間のサッカーを通じて、言葉の壁を

はるかに越えた絆を結びました。かけ

がえのない思い出がたくさんあります。

　いまは全く畑違いの広告会社で働い

ています。コミュニケーションツールとし

て、CM やイベントをいかに面白く表現

し、世の中を楽しませることができるか、

ということを試行錯誤しています。学生

時代と変わらず、毎日を楽しく過ごして

います。

　私は2005年に当研究科先端生命

科学専攻修士課程（生命応答システ

ム分野）を修了し、カルピス（株）に入

社しました。就職先としてカルピス

（株）を選んだ理由は、人々 の健康に役

立つ微生物の研究開発を行っており、

研究成果を身近な食品という形で社

会に還元していくことに魅力に感じた

ためです。

　入社してからは、健康・機能性食品

開発研究所に所属し、乳酸菌の発酵

産物の中から発見された血圧降下作

用のあるペプチドがヒトに与える影響

の解析等を行いました。そんな入社2

年目の冬、結婚してすぐの妊娠が判

明。子供が生まれても仕事は続けたい

という思いがあり、長男を出産後約 8

ヶ月間の育児休職を経て、2008年4

月に職場復帰しました。

　現在では、研究部門から機能性素

材を扱う事業部門に異動し、以前より

希望をしていた学術PRの担当をして

います。具体的には、機能性素材に関

するアカデミックなデータを専門家だ

けではなく一般消費者にも理解しても

らうにはどうしたらよいか、戦略を練り

実行する仕事です。仕事上、大学教授

や病院医師と共同研究を組ませてい

ただくことが多いのですが、それらを遂

行する中で、研究室でトレーニングを

受けたサイエンスの考え方、文章作成

能力、プレゼンテーション能力等が非

常に役に立っていると感じます。

　仕事と子育ての両立はまさに時間

との戦いですが、時間が限られている

ことで逆に効率が上がり、以前より時

間の使い方が上手になったように感じ

ます。将来子供から、ママが一生懸命

やっている姿を素敵だなと思ってもら

えるように、仕事も子育ても、全力投球

で頑張っていきたいです。

七戸俊介
社会文化環境学専攻
2005年3月修了   ㈱電通勤務

高橋真理（旧姓黒澤）
先端生命科学専攻  2005年3月修了
カルピス株式会社
健康・機能性食品事業部 素材グループ

2007 年夏に私が企画した海の家イベント会場
雨宮研究科長によるご挨拶 大会風景

第 2 回「創域会」大会の懇親会、同じ専攻や同じ
修了年同士、大いに盛り上がりました。

七宝焼体験コーナー 認知動作型トレーニングマシンの体験
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